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― 学習発表会 近づく ―

立冬が過ぎ、朝夕の空気がぐっと
冷たく感じられるようになりました。
１１月に入った現在、学習発表会が
目前に迫り、正則の子も職員も最後
の仕上げに全力で取り組んでいます。
そもそも、学年の演技内容を決め

たのは９月、運動会の時期です。台
本を決め、配役を決めて、具体的な
練習は運動会が過ぎてからになりま
した。平行して、低学年、高学年の
合唱と、演技中の合唱曲の練習も始
まりました。４月から毎朝、朝の会で合唱を行ってきましたが、発表に向けて
ますます元気な声が響いています。
１０月に入ると、社会見学あり、農業体験あり、就学時健診あり、サッカー

バスケット競技会ありで、先生方も大わらわです。その間に、大道具小道具の
制作やＢＧＭの選定なども着々と進めました。また、ご家庭にも、衣装につい

てのご協力をお願いしました。
１０月下旬から、体育館を各学年に割り振っ

ての舞台稽古が始まりました。１日１回、体育
館を使っての練習が、全部で５回。はじめは、
せりふ一つを覚えるのも大変でしたが、だんだ
んと演技がみがかれ、立ち位置や表情、身体表
現にも工夫が見られるようになってきました。
そして、７日の校内発表会。本番と同じように、
衣装を身につけ、出入りの仕方も確認しました。

本番と同じように、たくさんの観客を前に演じました。本番と同じように、終
わったあとにたくさんの拍手をもらいました。１，２年生にとっては初めての
体験です。５，６年生にとっては、これが最後になる発表会です。ひとりひと
りを輝かせたい。そんな願いを込めて、担任の先生方はたった一つのせりふを
大切にして、正則の子たちをみがきました。
発表会当日、その言葉を発するその一瞬、そ

の子は主役になります。ワニもカメも、海賊も
おじいさんも、ロボットも宇宙人も、犬もブタ
も、豆腐屋も小僧も、指揮者もネズミも、みん
なが主役です。どうぞ、きらきら光る正則の子
たちをごゆっくりご覧ください。


